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農林水産省 

玄米中の放射性セシウム濃度に影響する要因（土壌） 

カリ施肥による稲の吸収抑制対策 

土壌中のカリ濃度
が適正な場合 

・玄米中の放射性セシウム濃度が高い値が見られた水田では、
土壌中のカリウム濃度が低い傾向が見られた。 

・土壌中のカリウムは、セシウムと化学的に似た性質を有
しており、作物のセシウム吸収を抑える働きがある。 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

放射性セシウムの 
吸収は抑制される 
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　放射性セシウム濃度の高い玄米が発生する要因を調べたところ、土壌中の放射性セシウ
ム濃度が高いからといって、必ずしも玄米中の放射性セシウム濃度が高くなるわけではな
いことが分かりました。一方で、玄米中の放射性セシウム濃度が高くなる土壌は、土壌中
の主な栄養素のうちの一つのカリウムの濃度が通常より低いことが分かりました。
　カリウムとセシウムは化学的な性質が似ているため、土壌中にカリウムが十分にあると
セシウムは吸収されにくく、カリウムが少ないとセシウムは吸収されやすくなるのではな
いかと考えられています。
　これらのことから、土壌中のカリウム濃度の低いほ場においてはカリ肥料を適切に施用
することで、玄米中の放射性セシウム濃度を下げられることが分かりました。

本資料への収録日：平成 25 年３月 31 日
改訂日：平成 26 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第8章 食品中の放射性物質 




